
（
１
）

堺
屋
太
一
の
小
説
で
有
名
と
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
は
、
戦
後
の
一
九
四
七
（
昭
和
一
一
一
一
）
年
か
ら
一
九
四
九
（
昭

和
二
四
）
年
ま
で
の
三
年
間
に
礎
生
し
た
、
お
よ
そ
六
七
一
万
人
の
世
代
を
指
し
て
お
り
、
こ
の
世
代
は
他
の
世
代
と
比
較
し
て
一
一
〜

五
割
も
人
口
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
全
人
口
の
五
・
四
％
、
全
就
業
者
の
八
・
六
％
を
占
め
る
こ
の
世
代
が
、
二
○
○

七
年
か
ら
一
斉
に
六
○
歳
の
定
年
期
を
迎
え
始
め
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
口
上
の
癌
で
あ
る
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
は
戦
後
欧
米
諸

国
で
も
起
き
た
現
象
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て
も
非
常
に
短
い
期
間
に
大
掻
の
子
ど
も
が
生
ま

（
２
）
一

れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

は
じ
め
に

団
塊
世
代
の
特
性
と
そ
の
影
響

7５（熊本法学108号'05）
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こ
の
団
塊
の
世
代
は
、
彼
ら
が
大
人
に
な
る
過
程
で
、
そ
の
人
口
規
模
の
大
き
さ
か
ら
、
そ
の
前
の
戦
中
・
焼
け
跡
派
と
は
異
な
る

独
自
の
文
化
を
持
つ
集
団
と
し
て
、
わ
が
国
の
戦
後
史
の
節
目
、
節
目
に
大
き
な
影
騨
を
も
た
ら
し
た
。
例
え
ば
こ
の
世
代
は
、
コ
ー

ク
、
ジ
ー
ン
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ア
ー
ト
、
オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど
を
好
み
、
ヤ
ン
グ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
創
り
出
し
て
き
た
ほ
か
、
学
生
時
代
は
学

生
運
動
、
フ
ォ
ー
ク
ゲ
リ
ラ
、
そ
し
て
就
職
し
て
か
ら
は
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
た
。
家
族

を
中
心
と
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
商
品
を
生
み
出
す

こ
と
と
も
な
っ
た
。
社
会
的
な
影
響
と
し
て
は
、
大
通
の
世
代
の
一
斉
成
長
が
、
小
学
校
の
不
足
と
教
員
増
員
の
必
要
性
を
惹
起
し
、

高
校
・
大
学
入
学
期
に
は
受
験
戦
争
が
激
化
し
、
定
員
の
拡
大
が
叫
ば
れ
た
。
彼
ら
の
就
職
期
に
は
、
就
職
難
が
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、

幸
運
に
も
高
度
成
長
期
の
最
後
の
好
景
気
に
救
わ
れ
た
。
し
か
し
中
年
期
に
は
ポ
ス
ト
不
足
に
よ
る
昇
進
の
遅
延
が
お
き
、
ま
た
家
庭

を
形
成
す
る
段
階
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
や
、
郊
外
の
宅
地
開
発
に
よ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
が
起
き
た
。
そ
し
て
今
、
こ
の
世
代
も

向
老
期
（
五
○
歳
代
）
を
迎
え
、
二
○
○
七
年
か
ら
は
大
鐙
退
職
に
伴
う
年
金
問
題
、
労
働
力
問
題
、
そ
し
て
地
域
社
会
の
高
齢
化
の

進
展
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
他
方
で
、
こ
の
世
代
の
多
く
は
か
つ
て
地
方
か
ら
都
市
へ
移
住
し
た
世
代
で
あ
り
、
退
職
後
に

地
方
回
帰
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
も
も
た
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
第
一
節
で
団
塊
世
代
の
実
態
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
位
置
づ
け
を
行
う
。
第
二
節
で
は
団
塊
世
代
の
特
性
を
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
蒲
目
し
て
考
え
る
。
第
三
節
で
は
、
団
塊
世
代
の
地
域
的
偏
在
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
影
騨
を
考
察
す
る
。
第

四
節
で
は
、
団
塊
世
代
が
今
後
退
職
し
て
い
く
こ
と
に
よ
る
社
会
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
政
策
的
な
対
応
が
必
要
か

四
節
で
は
、
団
塊
世
代
型

に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

(熊本法学108号 05）７６



わ
が
国
で
は
戦
後
直
後
の
一
九
四
○
年
後
半
に
出
生
数
の
大
き
な
増
加
が
お
き
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
現
象
と
な
っ

た
。
団
塊
世
代
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
諸
研
究
と
同
様
に
、
原
則
と
し
て
一
九
四
七
〜
四
九
年
生
ま
れ
の
世
代
を
指
す
こ
と
と
し
、
断

ら
な
い
限
り
そ
の
デ
ー
タ
と
し
て
国
勢
調
査
を
利
用
す
る
。
し
か
し
国
勢
調
査
分
析
が
五
歳
階
級
別
で
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
前
後
一
年
を
加
え
た
五
歳
階
級
の
世
代
を
こ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
も
あ
る
。

戦
後
六
○
○
万
人
に
の
ぼ
る
海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ
が
終
わ
り
、
男
女
が
安
心
し
て
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
余
裕
が
わ
が
国
に
で
き

た
こ
と
か
ら
結
婚
ラ
ッ
シ
ュ
が
お
こ
り
、
一
九
四
七
年
に
は
、
子
ど
も
の
出
生
数
が
年
間
二
六
七
万
八
七
九
二
人
に
急
増
し
、
前
年
の

一
・
四
倍
と
な
っ
た
。
一
九
四
八
年
度
は
一
一
六
八
万
一
六
一
一
四
人
、
一
九
四
九
年
度
は
二
六
九
万
六
六
三
八
人
と
、
こ
の
三
年
間
で
八

○
五
・
七
万
人
も
の
出
生
が
あ
っ
た
。
図
●
１
で
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
以
降
の
出
生
数
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
か

に
こ
の
時
期
に
わ
が
国
の
人
口
が
急
増
し
た
か
が
分
か
る
。
こ
の
時
期
の
一
人
の
女
性
が
一
生
涯
に
生
む
子
ど
も
の
数
で
あ
る
合
計
特

殊
出
生
率
は
四
・
五
四
で
あ
っ
た
が
、
二
○
○
四
年
の
一
・
二
九
と
比
較
す
る
と
、
当
時
は
三
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
い
出
生
率
で
あ
っ
た
。

こ
の
団
塊
世
代
が
他
の
世
代
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
図
２
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
図
で
見
て
み
よ
う
。
全
国
で
も
団
塊
世
代

が
全
世
代
間
で
一
番
横
に
張
り
出
し
て
お
り
、
二
○
三
○
年
に
は
こ
の
世
代
の
高
齢
化
に
よ
る
影
響
で
八
五
歳
以
上
の
女
性
が
全
世
代

間
で
一
番
大
き
な
人
口
層
と
な
る
壷
形
の
人
口
構
造
と
な
る
。
熊
本
県
に
お
い
て
も
状
況
は
同
様
で
あ
る
が
、
八
五
歳
以
上
女
性
の
突

出
度
は
全
国
よ
り
も
顕
著
に
表
れ
る
。

一
団
塊
世
代
の
位
置
づ
け

7７（熊本法学108号 ０５）
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団塊世代の特性とその影騨

を
一
覧
に
し
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。

大
量
に
九
州
や
東
北
地
方
か
ら
首
都
圏
等
に
移
り
住
ん
だ
こ
の
団
塊
世
代
は
、
都
市
圏
内
に
住
居
を
持
つ
際
に
郊
外
に
マ
ン
シ
ョ
ン

や
一
戸
建
て
を
求
め
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
を
郊
外
都
市
に
創
り
土
げ
て
き
た
が
、
い
ま
子
育
て
が
終
わ
り
、
新
た
に
高
齢
期
に
備
え

て
都
心
回
帰
を
窺
う
傾
向
も
不
動
産
の
動
き
な
ど
か
ら
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。
会
社
や
、
教
育
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
か
ら
解
放
さ
れ

た
人
生
の
第
三
ス
テ
ー
ジ
で
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
す
の
か
、
こ
れ
は
折
し
も
進
行
し
て
い
る
少
子
高
齢

社
会
に
お
け
る
重
要
関
心
事
と
な
っ
て
き
た
。

戦
中
・
焼
け
跡
派
は
、
傷
つ
い
た
国
土
の
再
建
を
目
指
し
企
業
戦
士
と
し
て
活
畷
し
た
が
、
団
塊
の
世
代
は
価
値
観
の
中
心
に
自
分

を
お
き
、
消
費
も
自
己
表
現
の
手
段
と
し
て
モ
ノ
の
取
得
を
旺
盛
に
お
こ
な
っ
て
き
た
。
買
い
物
大
好
き
な
団
塊
世
代
は
、
大
量
消
費

社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
車
、
高
級
腕
時
計
や
装
飾
品
、
海
外
旅
行
な
ど
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
顕
示
的
欲

団
塊
世
代
が
、
戦
後
の
文
化
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
。
そ
れ
は
毎
年
二
○
○
万
人
以
上
生
ま
れ
て
き
た

人
口
の
圧
力
が
そ
の
影
響
力
の
源
で
あ
っ
た
。
他
の
世
代
の
関
心
よ
り
も
、
彼
ら
の
噌
好
が
市
場
を
リ
ー
ド
し
、
社
会
資
本
を
そ
の
必

要
性
に
振
り
向
け
さ
せ
る
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
第
一
世
代
と
し
て
、
子
ど
も
を
愛
し
、
家
族
で
楽
し
む
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
彼
ら
が
向
老
期
に
向
か
う
に
従
っ
て
、
子
ど
も
の
独
立
の
問
題
、
子
ど
も
夫
婦
と
同
居
・
別
居
の
問
題
、
成
人
未

婚
の
子
ど
も
と
の
長
期
同
居
の
問
題
、
親
の
介
護
の
問
題
な
ど
と
、
種
々
の
新
し
い
課
題
を
抱
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

二
団
塊
世
代
の
特
性

7９（熊本法学108号'05）
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表１団塊世代のライフコース

(熊本法学108号‘０５）８０

注）「団塊世代の地域分布とその生活スタイル』ハイライフ研究所、Ｐ､71,「特集団
塊マーケティング」『アドバタイジングjVoL11､､電通､2004年､ｐ､9を参考に作成。

求
が
わ
が
国
の
景
気
や
消
費
動
向
の

（
３
）

主
要
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

団
塊
女
性
は
、
良
妻
賢
母
教
育
を

受
け
た
前
世
代
と
異
な
り
、
妻
で
も

母
で
も
な
い
自
立
し
た
一
人
の
女
と

し
て
生
き
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、

高
度
成
長
期
に
誕
生
し
た
「
専
業
主

婦
」
と
い
う
性
別
役
割
分
担
に
は
極

め
て
適
合
的
で
あ
っ
た
。
地
方
か
ら

都
市
に
出
て
き
た
男
女
が
築
く
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
男
性
が
企
業
戦
士

と
し
て
働
き
、
女
性
が
家
事
・
育
児

に
従
事
す
る
と
い
う
新
し
い
分
業
体

制
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
も
た
ら
し

た
。
こ
れ
は
女
性
解
放
の
思
想
と
共

鳴
し
つ
つ
、
野
良
仕
事
か
ら
女
性
を

解
放
し
た
点
で
は
女
性
に
と
っ
て
憧

れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
機
で
も

昭和25～44年
1950～6９

０～19歳

(青少年期）

昭和45～54年
1970～7９

２０～29歳

(結婚・出産期）

昭和55～平成１年
1980～89

30～39歳

(育児・子育て期）

平成２～11年
1990～99

40～49歳

(子ども高等教育期）

平成12～21年
2000～0９

50～59歳

(向老期）

高
度
経
済
成
長
期

安
定
成
長
期

平
成
不
況
期

昭和39年三種の神器（ＴＶ，洗濯機，冷蔵庫）
昭和31年「もはや戦後ではない」
昭和35年安保闘争
昭和39年東京オリンピック
昭和43年いざなぎ景気
昭和44年東大安田講堂落城
昭和45年大阪万博
昭和46年マクドナルド
昭和48年第１次オイルショック
昭和50年第２次ベビープーム

昭和54年第２次オイルショック
昭和55年ファミリーレストラン

昭和62年国鉄民営化
昭和63年バブル経済
平成元年ベルリンの壁崩壊
平成３年湾岸戦争，ソ連崩壊

平成７年阪神淡路大震災，地下鉄サリン

平成11年ＥＵユーロ誕生
平成12年金融不安・リストラ不安
平成13年9.11ニユーヨークテロ事件



二
○
二
○
年
に
は
全
て
の
都
道
府
県
で
、
世
帯
主
が
六
五
歳
以
上
の
高
齢
世
帯
の
一
般
世
帯
に
占
め
る
割
合
が
三
○
％
以
上
と
な
る
。

そ
し
て
三
大
都
市
圏
の
高
齢
化
率
は
、
全
国
平
均
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
一
般
的
に
高
齢
化
の
問
題
は
こ
れ
ま
で
地
方
の
問

題
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
の
都
市
の
高
齢
化
の
進
行
速
度
は
、
首
都
圏
な
ど
の
都
市
部
で
非
常
に
早
く
進
む
こ
と
と
な
る
。
も

ち
ろ
ん
既
に
高
齢
化
に
悩
む
地
方
圏
の
問
題
が
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
都
市
部
の
変
化
の
規
模
と
速
度
は
、
地
方
の
変
化
よ

の
進
行
に
よ
り
、
東
京
都
に
赤

が
加
わ
り
、
六
五
歳
以
上
人
［

塊
世
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

あ
っ
た
。
そ
し
て
現
在
は
母
に
な
っ
て
も
、
娘
と
一
緒
に
買
い
物
と
い
う
、
エ
イ
ジ
レ
ス
の
生
き
方
を
志
向
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

世
代
が
、
も
う
じ
き
始
ま
る
退
職
後
、
「
も
う
一
度
自
分
の
た
め
に
」
と
動
き
出
す
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
彼
ら
団
塊
世
代
は
、
そ
の
前
の
戦
前
・
戦
中
派
と
比
較
し
て
、
同
じ
高
齢
者
世
代
に
な
っ
て
い
く
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う

な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
先
に
記
す
と
、
３
Ｋ
不
安
が
こ
の
世
代
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
健
康
不
安
、

経
済
不
安
、
孤
独
不
安
で
あ
る
。
寿
命
が
の
び
、
定
年
後
の
人
生
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
経
済
的
、
社
会
的
な
様
々
な
新
た

な
悩
み
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
年
金
の
問
題
、
健
康
そ
し
て
介
護
の
問
題
、
非
常
に
長
く
な
っ
た
婚
姻
生
活
の
問
題
な
ど
、
既

に
身
近
な
課
題
と
し
て
人
々
の
間
で
語
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
七
○
年
の
六
五
歳
以
上
の
人
口
は
七
三
九
万
人
で
、
高
齢
化
率
は
七
・
一
％
で
あ
っ
た
が
、
二
○
○
○
年
に
は
二
一
八
七
万
人

へ
と
急
増
し
て
お
り
、
高
齢
化
率
も
一
七
・
一
一
％
と
な
っ
た
。
そ
し
て
二
○
二
○
年
に
は
団
塊
世
代
が
、
日
本
全
国
の
一
斉
高
齢
社
会

の
引
き
金
を
引
き
、
三
三
三
四
万
人
が
六
五
歳
以
上
に
な
り
、
高
齢
化
率
は
二
六
・
九
％
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
高
齢
化

の
進
行
に
よ
り
、
東
京
都
に
匹
敵
す
る
人
口
が
高
齢
化
を
し
て
い
く
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
二
○
二
五
年
に
は
更
に
団
塊
世
代

が
加
わ
り
、
六
五
歳
以
上
人
口
は
三
五
○
○
万
人
と
な
り
、
二
○
○
○
年
に
比
べ
て
高
齢
者
は
六
割
近
く
増
加
す
る
。
そ
の
尖
兵
が
団

8１（熊本法学108号'05）
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ま
ず
団
塊
世
代
の
世
帯
構
造
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
地
方
圏
と
都
市
圏
の
団
塊
世
代
の
間
に
は
、
明
ら
か
に
世
帯
の
あ
り
方
に

違
い
が
見
ら
れ
壷
地
方
圏
で
は
、
親
と
の
同
居
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
都
市
圏
で
は
小
世
帯
化
が
進
行
し
て
い
る
。
表
２
は
、
団
塊

世
代
の
世
帯
人
員
別
構
成
比
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
で
は
一
人
世
帯
が
少
な
く
、
ま
た
五
〜
七
人
世
帯
と
い
う
大
家
族
も
依
然

と
し
て
一
定
規
模
存
在
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
都
市
圏
で
は
、
一
人
世
帯
が
一
番
多
い
世
帯
櫛
成
と
な
っ
て
お
り
、
「
家
族
」
で
は
な

く
、
「
個
族
」
と
い
う
言
い
換
え
が
あ
た
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
と
な
る
。
今
後
の
動
向
と
し
て
、
都
市
圏
も
地
方
圏
で
も
、
夫
婦
二

人
世
帯
と
単
身
世
帯
が
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

帥
団
塊
世
代
の
世
帯

（
４
）

．
ｎ
ソ
も
遥
か
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

今
後
の
わ
が
国
の
社
会
経
済
は
、
生
産
年
齢
層
の
人
口
減
少
に
よ
り
、
経
済
規
模
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
が
必
要
と
な
り
、
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
、
個
々
人
の
働
き
方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
も
変
化
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
合
計
特
殊
出
生
率
が
一
・
○
○
と
な
っ

て
い
る
東
京
都
な
ど
大
都
市
圏
で
は
、
次
世
代
の
育
成
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
団
塊
世
代
の
高
齢
化
、
そ
し
て

中
年
層
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今
後
急
速
な
高
齢
化
が
進
行
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
逆
に
現
在
、
高
齢
化
率
や
人
口
減
少
で
深
刻
な

状
況
に
あ
る
地
方
圏
で
は
、
こ
の
都
市
圏
の
変
化
と
比
較
す
る
と
、
ま
だ
安
定
的
に
推
移
す
る
社
会
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
適

正
規
模
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
・
社
会
活
動
や
生
産
活
動
に
参
加
で
き
る
社
会
を
形
成
す

る
こ
と
が
、
安
心
・
安
全
で
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
の
根
本
と
な
り
、
そ
の
実
現
可
能
性
は
地
方
の
方
が
大
都
市
よ
り
も
チ
ャ

ン
ス
が
高
い
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
団
塊
世
代
の
特
性
を
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
、
以
下
個
別
テ
ー
マ
ご
と
に
分
析
を
進
め
よ
う
。
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子
ど
も
の
同
居
率
は
、
一
九
八
○
年
に
は
七
割
で
あ
っ
た
も
の
が
五
割
に
減
少
し
て
い
る
。
た
だ
都
市
圏
で
は
同
居
と
い
う
形
態
は

取
ら
な
い
も
の
の
、
準
同
居
（
四
・
一
％
）
や
近
居
（
八
・
六
％
）
と
い
う
家
族
関
係
が
新
た
に
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。

他
方
で
配
偶
者
の
い
な
い
子
ど
も
と
の
同
居
関
係
で
は
、
団
塊
世
代
に
は
パ
ラ
サ
イ
ト
の
子
ど
も
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
一
九
八
○

年
に
は
親
と
の
同
居
率
が
一
六
・
五
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
九
八
年
に
は
一
九
％
に
上
昇
し
た
。
ま
た
二
五
〜
二
九
歳
女
性
の
未

（
６
）

婚
率
は
五
○
％
を
越
え
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
非
婚
晩
婚
の
現
象
に
は
、
独
立
し
た
家
を
構
え
ず
親
と
暮
ら
す
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
増

加
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
つ
ま
り
前
世
代
は
親
離
れ
、
子
離
れ
が
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
た
も
の
の
、

団
塊
世
代
で
は
友
達
感
覚
と
し
て
の
親
子
関
係
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
二
○
○
三
年
の

（
７
）

「
推
計
人
口
」
で
は
、
熊
本
県
の
一
世
帯
当
た
り
の
人
員
は
一
一
・
七
七
人
へ
と
一
一
○
○
○
年
の
国
勢
鯛
査
時
よ
り
も
減
少
し
て
お
り
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
減
少
傾
向
が
続
く
と
予
測
さ
れ
る
。
今
回
の
県
民
に
対
す
る
意
識
鯛
査
で
は
、
調
査
対
象
全
所
帯
の
七
八
％
が
配

偶
者
と
同
居
、
四
六
％
が
子
ど
も
と
同
居
和
一
八
％
が
孫
と
同
居
、
一
四
％
が
自
分
も
し
く
は
配
偶
者
の
親
と
同
居
し
て
い
た
（
複
数

回
答
）
。
熊
本
県
の
団
塊
世
代
の
家
族
構
成
は
、
高
齢
化
す
る
に
従
っ
て
表
３
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
単
独
所
帯
ま
た
は
夫
婦
の
み
の
所

帯
と
な
り
、
二
○
二
○
年
に
は
こ
れ
が
全
体
の
七
割
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
友
達
夫
婦
の
団
塊
世
代
は
、
自
分
た
ち
の
世
代
は
子

ど
も
の
厄
介
に
な
ら
な
い
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
お
り
、
自
ら
こ
の
よ
う
な
世
帯
構
成
の
あ
り
方
を
選
択
し
て
き
た
わ
け

で
あ
る
が
、
今
後
わ
が
国
の
高
齢
化
の
進
行
速
度
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
人
類
が
初
め
て
経
験
す
る
超
高
齢
社
会
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
社
会
実
験
で
あ
り
、
う
ま
く
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
３
Ｋ
の
不
安
は
現
実
の
も
の
と
し
て
人
々
が
感
じ
て
い
る
と
お
り
の
も
の

と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
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表３熊本県の団塊世代の世帯の家族類型

論説

表２団塊世代の世帯人員別一般世帯構成比
単位：１世帯あたり人員：人、他：％

出典）平成12年国勢鯛査。ハイライフ研究所『団塊世代の地域分布とその生活スタイ

ル』ｐ,27。

伽
現
在
地
で
の
居
住
期
間

団
塊
世
代
は
、
集
団
就
職
や
進
学
等
で
、
大

量
に
地
方
圏
か
ら
都
市
圏
へ
移
動
を
し
て
き
た

世
代
で
あ
る
。
都
市
圏
の
団
塊
世
代
で
、
出
生

時
か
ら
現
在
地
に
居
住
し
て
い
る
者
は
四
・
二

％
に
過
ぎ
ず
、
二
○
年
以
上
居
住
す
る
者
は
三

○
・
六
％
、
一
○
〜
二
○
年
が
二
五
・
八
％
、

五
〜
一
○
年
が
一
三
・
一
・
％
、
一
〜
五
年
が
一

七
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
地
方
圏

で
は
出
生
時
か
ら
が
一
六
・
二
％
、
二
○
年
以

上
が
四
三
％
と
、
大
半
が
現
在
の
居
住
地
で
暮

ら
し
て
き
て
い
た
。
表
４
は
、
こ
の
居
住
期
間

と
団
塊
世
代
の
割
合
を
都
市
圏
、
地
方
圏
別
に

集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
熊
本
県
民
へ
の

意
識
調
査
で
も
、
五
年
未
満
が
六
・
九
％
、
五

〜
一
○
年
が
九
・
三
％
、
一
○
年
か
ら
二
○
年

が
一
八
・
九
％
、
二
○
年
以
上
が
六
四
・
九
％

と
、
大
変
長
期
に
わ
た
っ
て
現
在
地
に
居
住
し

出典）国立社会保障・人口問題研究所網集『日本の世帯数の将来推計一全国推計／都

道府県別推酬（財）厚生統計協会、2000年。

(熊本法学108号'05）８４

１世帯
体当た
り人員

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 ９人
10人

以上

都市圏 2.24人 39.5 24.1 16.8 14.1 4.1 1.1 0.2

地方圏 3.00人 22.5 24.3 18.8 15.5 9.1 5.7 2.7 1.1 0.2 0.1

単独 夫婦のみ 夫婦と子
ひとり親
と子

その他
(再掲)核
家族世帯

1995年 13.1 1４１ 38.1 9.4 25.3 61.6

2000年 14.4 24.1 28.5 25.6 60.0

2005年 17.4 32.6 20.1 6.5 23.4 59.2

2010年 20.6 38.4 15.1 6.5 19.4 60.1

2015年 27.6 38.3 10.7 6.3 17.1 55.3

2020年 34.4 35.6 10.6 13.8 51.7



表５熊本県の調査市町ごとの団塊世代の居住年数

市町村名と居住年数（バンド済み）のクロス表

団塊世代の特性とその影零

表４現在地での居住期間

出典）『団塊世代の地域分布とその生活スタイル』ハイライフ研究所、ｐ､28。

8５（熊本法学108号り5）

伽
団
塊
世
代
の
配
偶
者
関
係

都
市
圏
で
の
団
塊
世
代
の
有
配
偶
者
率
は
、

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
５
）
。
も
っ
と
も

県
内
を
市
町
ご
と
に
子
細
に
見
る
と
そ
の
特
性

は
異
な
り
、
例
え
ば
熊
本
市
や
菊
陽
町
で
は
二

○
年
以
上
の
居
住
者
は
そ
れ
ぞ
れ
五
一
・
三
％
、

五
○
・
○
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
小
川
町
・
芦

北
町
・
苓
北
町
で
は
七
三
〜
八
三
％
が
二
○
年

以
上
居
住
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
地
域
に

よ
っ
て
人
の
移
動
が
少
な
い
社
会
も
あ
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
成
員
が
安
定
的
で
あ
る
こ
と

は
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
強
く
共
有

さ
れ
て
お
り
、
人
々
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
を
高
め
て
い
き
や
す
い
面
が
あ
る
が
、
逆

に
人
材
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
は
変

化
が
起
き
よ
う
の
な
い
閉
塞
社
会
と
な
っ
て
し

ま
う
虞
も
あ
る
。

居住年数（バンド済み）

5年未満 5～10年 10~20年 20年以上
合計

市町熊本市
村名

小川町

菊陽町

芦北町

苓北町

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数

市町村名の％

ｑげ ５

％

７

％

７

％

１

％

３

46％

1２

15.8％

５

％

９

10.7％

１

％

４

％

2０

26.3％

９

11.5％

2６

31.0％

３

10.0％

５

％

3９

51.3％

5７

73.1％

4２

50.0％

2５

83.3％

5３

81.5％

7６

100.0％

7８

100.0％

8４

100.0％

3０

100.0％

６５

100.0％

合計
度数
市町村名の％

認
％

瓢
％

6３

18.9％

216

64.9％

333

100.0％

1年未満 1～５年 5～10年 10～20年 20年以上 出生時から

都市圏 ％ 17.3％ 13.1％ 25.8％ 30.6％ ％

地方圏 3.6％ 9.6％ ％ 18.9％ 43.0％ 16.2％



側
団
塊
世
代
の
最
終
学
歴

都
市
圏
の
団
塊
世
代
の
最
終
学
歴
は
、
表
７
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
男
性
に
つ
い
て
は
三
七
・
一
％
が

大
学
・
大
学
院
卒
業
で
あ
る
が
、
高
校
卒
業
者
も
ほ
ぼ
同
数
の
三
七
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
は
、

大
学
・
大
学
院
卒
は
一
二
・
九
％
で
あ
る
が
、
高
校
卒
業
者
は
五
○
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
大
幅
に
高

表６団塊世代の配偶者関係

男
性
七
三
・
四
％
、
女
性
七
六
・
二
％
で
あ
り
、
男
性
の
有
配
偶
者
率
に
つ
い
て
は
都
市
圏
は
地
方
圏
よ

り
も
一
○
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
低
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
男
性
の
未
婚
率
は
一
六
・
二
％
で
、
地
方
圏
よ
り
六

ポ
イ
ン
ト
も
高
い
。
離
別
・
死
別
別
に
見
る
と
、
離
別
の
女
性
が
都
市
圏
で
は
八
・
三
％
と
高
く
、
男
性

の
五
・
一
％
を
上
回
っ
て
い
る
（
表
６
）
。
こ
の
こ
と
は
都
市
圏
に
単
身
世
帯
が
多
い
こ
と
と
も
符
合
す

る
。
他
方
で
地
方
圏
で
は
、
有
配
偶
者
率
は
、
男
女
と
も
八
○
％
を
越
え
て
お
り
、
未
婚
、
離
婚
は
少
な

い
な
ど
、
未
だ
地
縁
社
会
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

団
塊
世
代
（
ニ
ュ
ー
エ
ル
ダ
ー
）
と
戦
前
・
戦
中
派
世
代
（
オ
ー
ル
ド
エ
ル
ダ
ー
）
の
比
較
で
は
、
ニ
ュ
ー

エ
ル
ダ
ー
世
代
の
未
婚
・
離
婚
率
は
高
く
、
特
に
女
性
に
そ
の
傾
向
が
多
く
見
ら
れ
る
（
男
性
四
・
八
％
、

女
性
七
・
二
％
）
。
こ
れ
は
熟
年
離
婚
の
増
加
と
、
そ
の
申
し
出
者
が
主
に
女
性
で
あ
る
と
い
う
最
近
の

状
況
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

出典）『団塊世代の地域分布とその生活スタイル』ハイライフ研究所、ｐ29。

卒
程
度
の
学
歴
者
が
多
い
。

鰭説

地
方
圏
で
は
、
男
性
の
八
三
％
が
中
学
・
高
校
卒
業
者
で
、
大
学
・
大
学
院
卒
は
一
二
・
二
％
に
す
ぎ

な
い
。
女
性
は
八
八
・
六
％
が
中
学
・
高
卒
者
で
占
め
て
い
る
。
女
性
に
と
っ
て
は
、
高
校
を
卒
業
し
て

(熊本法学108号105）８６

男性 女性

未婚 有配偶 死別 離別 未婚 有配偶 死別 離別

都市圏 16.2％ 73.4％ 1.1％ 5.1％ ％ 76.2％ 3.6％ ％

地方圏 10.2％ 83.4％ 1.3％ ％ 48％ 83.3％ ％ 6.6％



団塊世代の特性とその影響

表７団塊世代の最終学歴

出典）「団塊世代の地域分布とその生活スタイル』ハイライフ研究所、po29、及び熊
本県については今回の意職鯛査結果を利用。

表８熊本県の団塊世代の性別最終学歴

市町村名と最終学歴と性別のクロス表

8７（熊本法学108号'05）

性
別

最削

中学校 高校

b学歴

１献・高専 大学･大学院
合計

男

性

市町
村名

合計

熊本市

小川町

菊陽町

芦北町

苓北町

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数

市町村名の％

度数
市町村名の％

５

15.2％

６

15.0％

３

％

５

29.4％

９

30.0％

2８

17.7％

1８

54.5％

2４

60.0％

2５

65.8％

７

41.2％

９

30.0％

8３

52.5％

１

％

３

％

４

10.5％

２

11.8％

４

13.3％

理
％

９

27.3％

７

17.5％

６

15.8％

３

17.6％

８

26.7％

3３

20.9％

3３

100.0％

4０

100.0％

3８

100.0％

1７

100.0％

3０

100.0％

158

100.0％

女

性

市町
村名

合計

熊本市

小川町

菊陽町

芦北町

苓北町

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

４

％

７

19.9％

２

43％

４

30.8％

４

30.8％

3０

17.2％

2１

48.8％

2４

649％

3５

74.5％

６

46.2％

６

46.2％

103

59.2％

1６

37.2％

６

16.2％

７

14.9％

２

15.4％

２

15.4％

3５

20.1％

２

％

０

､0％

３

％

１

％

１

％

６

％

4３

100.0％

3７

100.0％

4７

100.0％

1３

100.0％

1３

100.0％

174

100.0％

性別 小中学；佼 高校 短大・高専 大学・院

都市圏
男性

女性

11.7％

11.3％

37.4％

50.3％

％

17.7％

37.1％

12.9％

地方圏
男性

女性

33.6％

37.5％

49.4％

51.1％

％

％

12.2％

％

熊本県
男性

女性

17.7％

17.2％

52.5％

59.2％

％

20.1％

20.9％

％



儲 説

都
市
圏
に
居
住
し
て
い
る
団
塊
世
代
の
男
性
就
業
者
率
は
七
五
・
一
％
で
あ
り
、
完
全
失
業
者
率
は
二
・
七
％
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

地
方
圏
で
は
、
就
業
者
率
は
九
二
・
九
％
と
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
者
が
な
ん
ら
か
の
就
業
を
し
て
い
る
。

団
塊
世
代
の
家
庭
形
成
に
よ
り
始
ま
っ
た
専
業
主
婦
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
都
市
圏
で
は
三
二
・
九
％
が
、
地
方

圏
で
は
二
三
・
五
％
が
こ
の
専
業
主
婦
と
な
っ
て
お
り
、
都
市
圏
で
の
性
別
役
割
分
担
の
浸
透
が
大
き
い
。
女
性
の
就
業
率
は
都
市
圏

が
六
一
・
二
％
、
地
方
圏
で
七
一
一
・
二
％
で
あ
り
、
／
地
方
圏
で
の
女
性
の
労
働
参
加
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

佃
団
塊
世
代
の
就
業
櫛
造

就
職
、
自
由
恋
愛
に
よ
り
結
婚
、
そ
し
て
憧
れ
の
専
業
主
婦
と
い
う
ひ
と
つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
て
い
っ
た
。

意
織
鯛
査
か
ら
見
る
熊
本
で
は
、
団
塊
世
代
の
男
性
の
七
○
・
二
％
が
中
学
・
高
校
卒
業
者
で
、
大
学
・
大
学
院
卒
業
者
は
二
○
・

九
％
で
あ
る
。
し
か
し
市
町
間
の
格
差
は
大
き
く
、
熊
本
市
は
大
卒
以
上
は
二
七
・
三
％
、
苓
北
町
は
二
六
・
七
％
と
高
か
っ
た
が
、

小
川
町
、
芦
北
町
、
菊
陽
町
は
一
五
〜
一
七
％
と
低
い
水
準
に
あ
る
。
女
性
で
は
、
団
塊
世
代
の
八
八
・
二
％
を
中
学
・
高
校
卒
業
者

が
占
め
て
お
り
、
苓
北
町
や
小
川
町
で
は
女
性
の
大
学
・
大
学
院
卒
業
者
は
０
％
で
あ
っ
た
（
表
８
）
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
団
塊
世
代
に
つ
い
て
は
都
市
圏
と
地
方
で
大
き
な
学
歴
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、

人
々
の
職
業
選
択
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
団
塊
世
代
の
問
題
性
を
考
え
る
と
き
都
市
部
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
男
性
を
中
心
と
し
た
問

い
の
立
て
方
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
で
は
違
う
視
点
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
都
市
圏
で
は

企
業
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
退
職
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
が
、
地
方
で
は
自
営
業
も
多
く
、
ま
た
管
理
職
的
経
験
者
が
都
市
圏
に
比
較
し

て
少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
都
市
圏
の
男
性
の
片
働
き
と
専
業
主
婦
の
ペ
ア
と
い
う
夫
婦
関
係
に
対
し
て
、
地
方
の
両
働
き

夫
婦
と
い
う
形
態
の
違
い
も
、
各
家
庭
が
将
来
設
計
を
立
て
る
の
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
で
あ
ろ
う
。

(熊本法学108号'05）８８



表９団塊世代の各市町別就業状況

市町村名と有給の仕事に就いているかと性別のクロス表

8９（熊本法学108号'05）

㈹
社
会
生
活
意
餓

次
に
、
団
塊
世
代
と
戦
前
・

戦
中
派
世
代
（
昭
和
一
二
〜
一

）
■六

年
生
ま
れ
）
の
社
会
生
活
意

織
の
格
差
に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
。
戦
前
・
戦
中
派
世
代
は

工
業
化
社
会
に
育
ち
、
重
厚
長

熊
本
の
意
識
調
査
で
は
、
表

９
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
団
塊

世
代
の
男
性
の
九
一
・
九
％
、

女
性
の
七
一
・
一
％
が
有
給
の

仕
事
に
就
い
て
い
る
。
調
査
し

た
全
世
代
で
は
男
性
の
八
五
〜

九
五
％
が
働
い
て
い
る
が
、
女

性
は
小
川
町
、
苓
北
町
で
有
給

の
仕
事
に
就
い
て
い
る
率
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

団塊世代の特性とその影響

性
別

有給のｔ冒事に就いているか

はい いいえ
合計

男

性

市町
村名

熊本市

小川町

菊陽町

芦北町

苓北町

合計

度数
市町村名の％

度数

市町村名の％

度数

市町村名の％

度数

市町村名の％

度数
市町村名の％

度数

市町村名の％

2９

85.3％

4０

95.2％

3６

94.7％

1４

82.4％

2９

96.7％

148

91.9％

５

14.7％

２

％

２

％

３

17.6％

１

％

咽
％

3４

100.0％

4２

100.0％

3８

100.0％

1７

100.0％

3０

100.0％

161

100.0％

女

性

市町

村名

合計

熊本市

小川町

菊陽町

芦北町

苓北町

度数
市町村名の％

度数

市町村名の％

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数
市町村名の％

度数

市町村名の％

3５

81.4％

2２

59.5％

3４

73.9％

1１

84.6％

2１

61.8％

123

71.1％

８

18.6％

1５

40.5％

1２

26.1％

２

15.4％

1３

38.2％

5０

28.9％

4３

100.0％

3７

100.0％

4６

100.0％

1３

100.0％

3４

100.0％

173

100.0％



説

大
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
産
業
の
高
度
成
長
と
と
も
に
社
会
人
と
し
て
働
き
は
じ
め
、
高
度
成
長
の
終
駕
を
迎
え
た
。
他
方
、
団

塊
世
代
は
高
度
成
長
期
か
ら
知
価
社
会
に
か
け
て
育
ち
、
省
資
源
、
多
様
化
、
情
報
化
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
経
済
成
長
の
限
界
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
体
験
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
戦
前
・
戦
中
派
が
技
術
進
歩
の
導
入
に
よ
り
生
産
効
率
を
向
上
さ
せ
、
多
く
の
人
が
様
々

な
形
で
社
会
参
加
す
る
こ
と
を
好
ま
し
い
と
思
う
の
に
対
し
て
、
団
塊
世
代
は
自
己
の
生
き
方
に
沿
っ
た
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
追
求
し
、

そ
の
中
で
精
神
的
な
豊
か
さ
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
価
値
観
か
ら
推
測
さ
れ
る
各
々
が
重
視
す
る
モ
ノ
や
コ

ト
は
、
戦
前
・
戦
中
派
は
企
業
・
組
織
中
心
で
家
庭
の
安
定
安
全
を
図
ろ
う
と
し
、
資
産
形
成
を
重
視
し
た
の
に
対
し
て
、
団
塊
世
代

は
自
由
時
間
を
重
視
し
、
個
人
、
能
力
、
友
人
を
大
事
に
し
、
ま
た
資
産
運
用
に
関
心
が
高
い
。
そ
し
て
数
と
し
て
圧
倒
的
に
多
い
こ

の
世
代
の
噌
好
は
、
社
会
の
価
値
や
消
費
を
彼
ら
好
み
へ
と
変
質
さ
せ
て
い
っ
た
。

社
会
と
の
関
わ
り
で
、
例
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
対
す
る
評
価
は
、
戦
前
・
戦
中
派
は
仕
事
に
よ
る
縁
が
生
活
の
大
部
分
を
占

め
て
お
り
、
地
域
と
の
縁
や
好
み
を
共
に
す
る
人
と
の
つ
き
あ
い
は
薄
い
。
社
会
貢
献
は
個
人
の
活
動
と
い
う
よ
り
も
、
企
業
の
メ
セ

ナ
活
動
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
団
塊
世
代
は
、
職
縁
以
外
に
も
多
様
な
人
間
関
係
を
持
つ
こ
と
に
関
心
を

有
す
る
人
も
多
少
増
え
、
同
好
の
士
が
好
み
の
縁
で
集
ま
る
好
縁
社
会
へ
と
向
か
う
萌
芽
も
見
ら
れ
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
世
代
以
降
の
社
会
と
の
新
し
い
関
わ
り
の
ス
タ
イ
ル
の
誕
生
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
世
代
の
価
値
観
は
、
そ
の
前
の
世
代
が
強
く
持
っ
て
い
た
物
質
的
な
価
値
観
か
ら
脱
物
質
的
な
価
値
観
へ
と
転
換

姥
「
自
分
の
生
き
方
に
沿
っ
た
ゆ
と
り
あ
る
生
活
」
を
も
と
め
精
神
的
な
豊
か
さ
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
た
。
こ
こ
に
み

ら
れ
る
価
値
観
の
変
化
は
、
国
民
の
生
活
意
識
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
多
様
化
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化

は
高
度
成
長
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
生
活
水
準
の
上
昇
に
伴
い
起
き
た
も
の
で
、
個
人
の
時
間
価
値
が
急
速
に
高
ま
り
、
生
活
に
変

化
を
起
こ
し
て
き
た
。
例
え
ば
レ
ジ
ャ
ー
へ
の
志
向
に
つ
い
て
も
、
海
外
旅
行
と
手
近
な
日
帰
り
旅
行
の
増
加
、
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
等
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団塊世代の特性とその影響

団
塊
世
代
は
、
経
済
の
最
悪
期
に
五
○
代
と
な
っ
た
た
め
、
バ
ブ
ル
期
に
五
○
代
に
突
入
し
た
オ
ー
ル
ド
エ
ル
ダ
ー
と
の
間
に
は
、

職
場
に
お
け
る
地
位
や
将
来
へ
の
経
済
的
安
定
性
な
ど
に
大
き
な
格
差
が
生
ま
れ
た
。
例
え
ば
労
働
環
境
で
も
、
年
功
的
処
遇
が
困
難

に
な
っ
て
き
た
ニ
ュ
ー
エ
ル
ダ
ー
と
、
失
業
も
少
な
く
幸
福
な
定
年
を
迎
え
た
オ
ー
ル
ド
エ
ル
ダ
ー
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
団
塊
世
代

は
、
就
業
人
口
の
急
増
と
経
済
低
迷
で
、
過
剰
労
働
力
に
な
り
、
失
業
率
も
高
い
。
ま
た
職
種
的
に
も
、
彼
ら
は
そ
れ
以
前
の
世
代
と

比
較
し
て
、
労
務
従
事
者
（
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
）
が
増
加
し
て
お
り
、
逆
に
管
理
的
職
業
従
事
者
は
減
っ
て
い
る
。

団
塊
世
代
は
、
人
生
で
最
も
力
を
発
揮
で
き
充
実
す
る
と
い
わ
れ
る
中
年
期
（
四
○
歳
代
）
を
、
最
悪
の
経
済
状
況
の
中
で
過
ご
し

て
き
た
。
そ
の
た
め
団
塊
世
代
は
、
戦
前
・
戦
中
派
に
比
べ
て
、
資
産
の
蓄
積
が
ま
ま
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
失
わ
れ
た
一
○
年
を

過
ご
し
た
中
年
期
の
団
塊
世
代
は
、
高
齢
社
会
へ
の
準
備
不
足
が
露
呈
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
抱
え
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
家
計
状
況
は
、
収
入
の
低
迷
で
苦
し
い
上
に
、
ロ
ー
ン
な
ど
負
債
返
済
問
題
が
重
な
り
四
苦
八
苦
し
て
い
る
が
、
興
味
深

い
こ
と
に
情
報
教
育
消
費
に
は
積
極
的
で
あ
る
と
い
う
特
性
が
こ
の
世
代
に
は
見
ら
れ
る
。

団
塊
世
代
の
女
性
に
つ
い
て
は
、
結
婚
後
は
一
旦
専
業
主
婦
と
な
っ
た
も
の
の
、
一
九
八
○
年
代
以
降
子
育
て
を
終
え
て
、
職
場
・

社
会
進
出
す
る
者
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
既
婚
女
性
の
職
場
進
出
に
よ
り
、
団
塊
世
代
の
家
計
の
実
質
収
入
に
占
め
る
妻
の

収
入
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
オ
ー
ル
ド
エ
ル
ダ
ー
は
、
年
金
・
退
職
金
等
に
よ
る
安
定
し
た
老
後
が
保
障
さ
れ

て
い
る
。

貯
蓄
は
、
五
○
歳
代
に
な
っ
た
団
塊
世
代
は
、
一
○
年
前
の
同
年
齢
よ
り
も
一
一
％
ア
ッ
プ
し
て
い
る
が
、
全
世
帯
平
均
（
二
三
％
）

を
大
き
く
下
回
る
。
平
成
一
二
年
の
五
○
歳
代
は
、
一
昔
前
の
五
○
歳
代
よ
り
も
貯
蓄
は
一
・
二
八
倍
あ
る
も
の
の
、
負
債
も
二
・
○

を
目
的
と
し
た
能
動
的
な
旅
行
の
増
加
な
ど
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
由
時
間
の
増
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ

る
。
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論 脱
九
倍
と
な
っ
て
い
る
。

お
こ
う
。

①
団
塊
世
代
が
市
町
内
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
各
市
町
と
も
二
○
％
前
後
で
あ
る
が
、
芦
北
町
だ
け
八
・
九
％
と
極
端
に
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
こ
こ
で
は
他
市
町
村
に
比
べ
て
大
量
の
団
塊
世
代
の
転
出
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

②
退
職
後
の
現
実
の
生
活
は
、
団
塊
世
代
の
五
五
・
七
％
が
「
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
世
代
で
は
四
六
・

七
％
と
低
い
。
ま
た
退
職
後
の
家
計
に
つ
い
て
団
塊
世
代
の
二
・
四
％
は
「
起
業
を
し
た
い
」
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
世
代
は

一
％
し
か
そ
の
よ
う
に
考
え
る
者
は
い
な
い
。

③
②
の
質
問
に
対
し
て
「
何
故
そ
う
思
う
か
」
と
い
う
問
い
へ
の
回
答
と
し
て
は
、
経
済
的
な
理
由
を
挙
げ
る
者
が
三
○
・
二
％
い
た

が
、
そ
の
他
の
世
代
で
は
一
九
・
五
％
に
す
ぎ
な
い
。

④
高
齢
者
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
団
塊
世
代
の
四
○
・
四
％
が
「
経
験
・
知
識
を
生
か
せ
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
世
代
で
は
三
五
・
六
％
と
低
い
。

⑤
地
域
貢
献
活
動
で
関
心
の
高
い
分
野
に
つ
い
て
、
上
位
三
位
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
自
治
会
活
動
、
生
涯
学
習
活
動
を
除
い
て
、
団

塊
世
代
が
そ
の
他
の
世
代
と
違
う
関
心
を
示
し
て
い
る
も
の
は
、
学
術
・
文
化
、
環
境
、
子
育
て
分
野
で
あ
る
。

⑥
団
塊
世
代
は
、
「
余
暇
時
間
」
を
三
二
・
九
％
が
非
常
に
重
要
と
考
え
、
ま
た
「
仕
事
」
も
四
九
・
五
％
が
非
常
に
重
要
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
「
政
治
」
が
非
常
に
重
要
と
考
え
る
者
は
、
そ
の
他
の
世
代
と
比
較
し
て
七
・
七
ポ
イ
ン
ト
も
少
な
い
。

⑦
近
隣
と
の
つ
き
あ
い
は
、
そ
の
他
の
世
代
の
二
五
．
八
％
が
「
毎
週
／
ほ
ぼ
毎
週
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
団
塊
世
代
は
一
三
・

○
％
し
か
い
な
い
。
地
域
行
事
へ
の
参
加
度
も
、
団
塊
世
代
は
そ
の
他
の
世
代
よ
り
も
四
・
一
ポ
イ
ン
ト
少
な
く
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル

熊
本
県
の
意
識
調
査
か
ら
窺
え
る
結
果
も
上
記
の
よ
う
な
分
析
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
徴
的
な
も
の
だ
け
こ
こ
に
纏
め
て
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活
動
も
同
様
に
一
二
・
六
ポ
イ
ン
ト
少
な
い
。
つ
ま
り
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
住
民
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
世
代
よ
り
も
希
薄
に
な
っ

団塊世代の特性とその影響

⑩
「
地
域
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
か
」
で
は
、
そ
の
他
の
世
代
の
二
三
・
六
％
が
「
そ
う
思
う
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
坐
団
塊
世

代
は
一
八
・
七
％
と
、
四
・
九
ポ
イ
ン
ト
も
少
な
い
。

⑪
職
歴
と
し
て
団
塊
世
代
は
「
従
業
員
が
一
○
人
以
上
の
会
社
、
官
庁
等
の
経
営
者
、
上
級
管
理
職
」
と
「
自
営
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
ま

た
は
自
営
の
農
林
業
」
が
と
も
に
一
九
・
八
％
と
一
番
多
く
、
次
ぎ
に
「
事
務
・
技
術
・
販
売
等
の
一
般
の
勤
め
人
（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
）
」

が
一
七
・
○
％
、
そ
し
て
「
運
転
手
、
金
属
加
工
従
事
者
、
工
場
勤
務
者
な
ど
の
技
能
職
」
が
二
・
一
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
世

代
で
は
第
一
位
が
「
自
営
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
ま
た
は
自
営
の
農
林
漁
業
者
」
で
二
一
・
七
％
、
第
二
位
が
「
従
業
員
一
○
人
以
上
の
会

社
、
官
庁
等
の
上
級
管
理
職
」
、
第
三
位
が
「
運
転
手
、
工
場
勤
務
者
な
ど
の
技
能
職
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑫
一
家
の
収
入
で
は
、
団
塊
世
代
で
は
多
い
順
と
し
て
七
○
○
〜
一
、
○
○
○
万
、
三
○
○
〜
五
○
○
万
、
三
○
○
万
円
未
満
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
他
の
世
代
で
は
三
○
○
万
円
未
満
、
三
○
○
〜
五
○
○
万
円
未
満
、
五
○
○
〜
七
○
○
万
円
未
満
の
順
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
現
役
世
代
と
年
金
者
受
給
者
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨る
。

⑧
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
、
団
塊
世
代
の
一
一
・
六
％
が
非
常
に
関
心
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
世
代
は
七
・

八
％
で
あ
る
。
団
塊
世
代
に
と
っ
て
収
入
や
働
く
機
会
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
が
向
い
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

五
○
・
三
％
と
少
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
一

い
の
か
、
お
そ
ら
く
そ
の
両
者
で
あ
ろ
う
。

て
い
る
。

「
現
在
地
に
ず
っ
と
住
み
た
い
か
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
世
代
の
六
七
・
四
％
が
「
そ
う
」
と
答
え
て
い
る
が
、
団
塊
世
代
は

）
・
三
％
と
少
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
移
転
し
て
き
た
者
が
多
い
の
か
、
あ
る
い
は
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
て
て
い
な
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税

他
方
で
団
塊
世
代
は
、
ヤ
ン
グ
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
ニ
ュ
ー
サ
ー
テ
ィ
ー
、
ニ
ュ
ー
シ
ニ
ア
と
常
に
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
構
築
し
て
き
た
と
い
う
自
負
を
持
ち
、
全
体
的
に
誇
り
高
く
、
エ
イ
ジ
レ
ス
志
向
が
強
く
、
若
さ
や
ス
マ
ー
ト
さ
に
こ
だ
わ
り
を
持

伽
地
域
社
会
と
の
交
わ
り

日
本
の
高
齢
者
は
地
域
社
会
と
の
交
わ
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
一
般
的
に
希
薄
で
、
こ
れ
が
個
々
人
の
生
活
の
満
足
度
を
低
め
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
大
都
市
居
住
者
及
び
男
性
に
こ
の
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
団
塊
世
代
も
現
役
世
代
時
に
は
仕
事
に
特

化
し
た
暮
ら
し
を
し
て
き
た
た
め
、
生
活
に
バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
、
地
域
社
会
や
友
人
関
係
が
歪
ん
だ
人
間
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。
こ
の

た
め
定
年
を
迎
え
て
も
、
会
社
人
間
の
殻
を
脱
ぎ
捨
て
、
し
な
や
か
に
地
域
や
家
庭
に
と
け
込
め
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
る
男
性
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
生
涯
学
習
活
動
へ
参
加
す
る
退
職
直
後
の
男
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
欠

如
、
仕
事
の
肩
書
き
に
依
存
し
た
人
間
関
係
へ
の
固
着
な
ど
、
新
し
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
不
得
手
と
見
ら
れ
る
者
が
増
加
し
て

い
る
。
こ
れ
に
反
し
、
女
性
や
自
営
業
者
は
、
し
な
や
か
な
生
活
感
覚
を
持
つ
者
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
世
代
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
男
性
の
職
業
病
と
し
て
こ
の
よ
う
な
反
応
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
団
塊
世
代
も
そ
の
前
の
世
代
以
上
に
そ
の
よ
う
に
企
業
人
的
生

活
に
現
在
は
浸
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
人
々
が
、
退
職
後
の
新
た
な
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
自
分
の
個
性
と
能
力
を
活

か
し
た
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
回
帰
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
学
習
す
る
機
会
を
、
生
涯
学
習
や
地
域
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
と
し
て
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。 ⑬

職
業
で
は
団
塊
世
代
は
フ
ル
タ
イ
ム
が
四
四
・
四
％
、
自
営
・
自
由
業
が
二
三
・
七
％
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
が
一
三
・
二
％
で
あ
る
が
、

そ
の
他
の
世
代
で
は
定
年
退
職
が
三
八
・
四
％
、
自
営
・
自
由
業
が
一
七
・
五
％
、
フ
ル
タ
イ
ム
が
一
三
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
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団塊世代の特性とその影響

し
か
し
㈹
の
所
で
見
た
よ
う
に
、
団
塊
世
代
は
地
域
と
の
交
わ
り
や
人
と
の
交
流
は
、
そ
の
他
の
世
代
よ
り
も
ま
た
一
段
と
低
下
す

る
傾
向
が
現
在
の
意
識
調
査
か
ら
は
窺
え
る
。
こ
れ
は
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
家
族
単
位
・
個
人
単
位
で
行
動

し
て
き
た
団
塊
世
代
の
特
徴
で
も
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
生
活
に
お
け
る
課
題
解
決
の
方
法
で
も
、
団
塊
世
代
は
自
分
や
家
族
で
解
決
す

る
と
い
う
の
が
四
六
・
六
％
で
、
そ
の
他
の
世
代
よ
り
も
四
・
三
ポ
イ
ン
ト
多
い
。
そ
の
他
の
世
代
は
、
行
政
、
区
長
、
自
治
会
長
へ

相
談
す
る
と
い
う
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
団
塊
世
代
で
は
大
変
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
将
来
の
課
題
解
決
を
自
分
で

自
ら
行
う
か
と
い
う
問
い
に
は
「
思
わ
な
い
」
と
す
る
意
見
が
、
そ
の
他
の
世
代
よ
り
も
多
く
見
ら
れ
る
な
ど
、
積
極
的
に
公
的
な
も

の
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
も
、
収
入
を

得
る
た
め
の
地
域
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
起
業
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
る
者
は
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
域
課
題
解
決
と
し
て
こ
の

動
員
に
と
っ
て
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
ろ
う
。

つ
。
も
し
も
団
塊
世
代
が
退
職
後
も
、
年
甲
斐
も
な
く
と
い
う
行
動
へ
の
自
己
抑
制
の
枠
を
設
け
な
い
奔
放
さ
で
行
動
し
、
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
で
き
れ
ば
、
高
齢
者
向
け
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。こ

の
よ
う
な
団
塊
世
代
は
、
退
職
後
、
新
た
な
知
的
活
動
を
求
め
動
き
出
す
可
能
性
が
高
い
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
受
け
皿

と
し
て
、
も
っ
と
自
分
の
た
め
、
地
域
社
会
に
役
に
立
つ
目
的
が
鮮
明
に
な
る
よ
う
な
機
会
を
、
社
会
の
中
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
地
域
で
紡
げ
な
か
っ
た
連
帯
感
も
、
趣
味
な
ど
新
し
い
と
こ
ろ
へ
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
旅
行
に
し
て
も
、
近

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
で
は
仲
間
で
つ
く
る
ク
ラ
プ
ッ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
商
品
で
当
て
た
。
あ
る
い
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
「
お
と
な
の
休

日
」
と
い
う
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
団
塊
世
代
向
け
に
売
り
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
シ
ニ

ア
こ
だ
わ
り
の
旅
行
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
大
人
気
を
博
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
だ
わ
り
の
生
き
方
が
，
団
塊
世
代
の

9５（熊本法学108号'０５）



三
団
塊
世
代
の
地
理
的
偏
在
と
そ
の
影
響

脱

団
塊
世
代
の
人
口
に
関
し
て
一
九
五
○
年
で
は
、
地
方
圏
対
都
市
圏
の
比
率
は
お
よ
そ
七
対
三
で
あ

り
出
生
児
は
地
方
に
倍
以
上
い
た
が
、
二
○
○
○
年
に
は
ほ
ぼ
均
衡
す
る
と
こ
ろ
に
ま
で
大
都
市
圏
の

団
塊
世
代
人
口
が
増
加
し
て
き
た
。
つ
ま
り
こ
の
変
化
は
、
五
○
年
間
に
地
方
で
二
二
○
万
人
が
減
少

し
、
大
都
市
圏
で
一
三
七
万
人
の
増
加
へ
そ
し
て
差
し
引
き
八
三
万
人
の
団
塊
世
代
は
死
去
か
海
外
転

出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
表
、
）
。

大
都
市
圏
へ
の
地
方
圏
か
ら
の
人
口
移
動
が
、
と
り
わ
け
ど
の
地
域
へ
向
か
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
か

に
つ
い
て
は
表
皿
の
と
お
り
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
そ
し
て
大
阪
府
へ
の
移
動
と
、
そ
の

後
の
定
着
が
推
測
さ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
団
塊
世
代
の
移
動
は
、
ま
ず
都
心
へ
向
か
い
、
そ

し
て
家
庭
を
持
っ
て
郊
外
へ
居
を
構
え
た
と
い
う
２
段
階
の
動
き
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
東

よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
興
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
積
極
的
な
反
応
は
期
待
で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
多
く
の
高
齢
者
が
こ
の
よ
う
な
使
命
感
を
地
域
に
持
つ
こ
と
を
期
待
す
る

こ
と
は
当
然
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
団
塊
の
世
代
と
い
う
新
し
い
高
齢
者
予
備
軍
に
対
し
て
、
地
域
社

会
と
共
に
生
き
る
た
め
の
ど
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
で
き
る
か
が
、
い
ま
行
政
が
考
え
る

べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

陰

表１０地方・大都市別団塊世代人口の推移

注）団塊世代の都市圏・地方圏の人口は、日本人のみ。データは各年国勢鯛益。

出典）「団塊世代の地域分布とその生活スタイル』ハイライフ研究所、ｐ､8．

(熊本法学108号'05）９６

1950年（０～４歳） 2000年（50～54歳） 増減数

合計 11,203,000(100%） 10,372,267(100%） -830,733

地方圏 7,637,000(68.2%） 5,435,668(52.4%） -2,201,332

大都市圏 3,566,000(31.8%） 4,936,599(47.6%） 1,370,599



表1１ 大都市団塊世代人口の推移
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出典）『団塊世代の地域分布とその生活スタイル」ハイライフ研究所、ｐ､8．

京
都
周
辺
の
郊
外
都
市
で
団
塊
世
代
の
人
口
増
が
見
ら
れ
、
現
在
の
よ
う
な
都
市

圏
域
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

団
塊
世
代
の
青
少
年
を
送
り
出
し
、
人
口
減
少
の
激
し
か
っ
た
都
道
府
県
は
、

と
り
わ
け
中
国
地
方
、
九
州
地
方
、
東
北
地
方
に
多
く
見
ら
れ
、
熊
本
県
で
も
団

塊
世
代
の
流
出
は
県
の
人
口
を
減
少
さ
せ
る
ほ
ど
の
非
常
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
表
皿
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
熊
本
県
内
へ
の
団
塊
世

代
の
残
存
率
は
五
五
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
す
な
わ
ち
こ
の
世
代
の
約
半
分
は

大
都
市
へ
移
転
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

逆
に
、
受
け
入
れ
の
都
道
府
県
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
首
都
圏
、
関
西
圏
、

中
部
圏
の
各
都
府
県
が
最
大
二
一
○
％
も
受
け
入
れ
て
い
た
。

熊
本
県
に
お
け
る
団
塊
世
代
の
大
都
市
へ
の
移
転
は
、
こ
の
世
代
が
一
五
〜
一

九
歳
の
中
学
や
高
校
卒
業
を
機
に
就
職
や
大
学
進
学
の
た
め
県
外
へ
移
転
し
た
と

き
に
大
き
な
人
口
減
少
が
お
き
、
ま
た
大
学
卒
業
後
の
二
一
・
二
二
歳
く
ら
い
で

二
つ
め
の
大
き
な
転
出
の
ピ
ー
ク
が
見
ら
れ
る
。
特
に
市
部
か
ら
の
転
出
よ
り
も
、

郡
部
か
ら
の
転
出
の
方
が
多
く
発
生
し
た
。
市
部
の
減
少
率
は
一
九
五
五
年
を
一

○
○
と
す
る
と
、
一
九
六
五
年
は
七
三
％
で
あ
っ
た
が
、
郡
部
で
は
四
一
％
に
ま

で
大
き
く
減
少
を
し
て
い
る
（
表
咽
）
。
大
半
は
中
卒
、
高
卒
で
の
集
団
就
職
が

原
因
で
あ
っ
た
。

団塊世代の特性とその影響

都道府県 1950年（０～４歳） 2000年（50～54歳） 増減数,

東京都 781,000 946,164 165,164

埼玉県 296,000 603 677 307,677

千葉県 284,000 514 085 230 085

神奈川県 330,000 694 986 364 986

愛知県 453 000 573 577 120 577

大 阪府 488 000 737,393 249 393

兵 庫県 425 000 458,586 3３ 586

福岡県 509 000 408,131 -100 869

合 計 3,566,000 4,936,599 1,370,599



畿脱

順位 都道府県名 1950年(０～４歳） 2000年(50～54歳） 増減数 残存率
１ 島根県 125,000 61,477 -63,523 49.2

２ 長崎県 241,000 118,870 -122,130 49.3

３ 佐賀県 132,000 66,841 -65,159 50.6

４ 秋田県 189,000 96,581 -92,419 5１ １

５ 鹿児島県 251.000 129,156 -1210844 5１ ５

６ 熊本県 256,000 141,171 -114,829 5５ １

７ 山形県 172‘０００ 95,089 -76,911 5５ ３

８ 福島県 289,000 159,979 -129,021 5５ ４

９ 岩手県 194,000 108,397 -85,603 5５ ９

1０ 徳島県 121,000 69,082 -51,918 5７ １

世代増加率が大きい自治体

順位 都道府県名 1950年(０～４歳） 2000年(50～54歳） 増減数 残存率
１ 神奈川県 330,000 694‘986 364,986 210.6

２ 埼玉県 296,000 603,677 307,677 203 ９

３ 千葉県 284,000 514,085 230,085 181 ０

４ 大阪府 488,000 737,393 249,393 151 １

５ 奈良県 88,000 2,908 34,908 139 ７

６ 愛知県 453,000 573,577 120,577 126 ６

７ 東京都 781,000 946,164 165,164 121 １

８ 兵庫県 425,000 458,586 33,583 107 ９

９ 滋賀県 103,000 106,748 3,748 103 ６

存率（1950=100)。データは各年国勢鯛査。

『団塊世代の地域分布とその生活スタイル』ハイライフ研究所、Ｐ,13.・

熊本県の人口と県庁所在都市人口の人口増減率推移単位：人

団塊世代年齢 熊本県人口 市部人口 郡部人口

1955年 10～14歳 238,897 106,956 131,941

1960年 15～19歳 176,861 97,743 79,118

1965年 20～24歳 131,456 7７ 551 53,905

1970年 25～29歳 132,847 7９ 654 53,193

1975年 30～34歳 141,679 8３ 716 58,963

1980年 35～39歳 144,151 8４ 113 60,038

1985年 40～44歳 143,274 8３ 180 60,094

1990年 45～49歳 143,072 85,768 57,304

1995年 50～54歳 112,596 63,454 49,142

出典）熊本県『熊本県統計年鑑』。

(熊本法学108号'０５）９８



圏の団塊世代の全国シェア

団塊世代の特性とその影響

｢昭和21～25年生まれ」（団塊世代年齢人口）の人口増減率の推移

代の地域分布とその生活スタイル』ハイライフ研究所、ｐ､14。

9９（熊本法学108号'０５）

世代の地域分布とその生活スタイル』ハイライフ研究所、ｐ､15。

団
塊
世
代
の
受
け
入
れ
は
、
神
奈
川
県
、

東
京
都
な
ど
の
首
都
圏
が
非
常
に
大
き
な
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
首
都
圏
内
で
も
ま

ず
東
京
都
、
神
奈
川
県
で
増
加
し
、
次
ぎ
に

埼
玉
県
・
千
葉
県
へ
と
団
塊
世
代
の
増
加
が

移
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
表
狸
）
。

こ
の
よ
う
な
人
口
移
動
に
よ
り
各
首
都
圏

の
自
治
体
の
団
塊
世
代
が
全
国
に
占
め
る
シ
ェ

ア
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
表
晦
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
六
五

年
に
か
け
て
は
首
都
圏
の
団
塊
世
代
の
割
合

は
一
五
％
か
ら
二
九
％
に
な
る
ま
で
上
昇
し
、

特
に
東
京
都
の
団
塊
世
代
の
シ
ェ
ア
だ
け
で

も
一
六
％
に
達
し
て
い
る
。
様
々
な
東
京
へ

の
一
極
集
中
が
高
度
成
長
期
に
見
ら
れ
た
が
、

若
い
人
材
の
首
都
圏
へ
の
過
度
の
集
中
も
こ

れ
か
ら
確
潔
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

団塊世代年齢 東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県 首都圏

1940年 0～４歳 6.97 2.95 2.64 2.54 15.09

1945年 5～９歳 7.69 3.16 2.61 2.48 15.94

1955年 10～14歳 8.00 3.30 2.65 2.51 16.47

1960年 15～19歳 11.96 4.62 3.13 2.58 22.29

1965年 20～24歳 15.61 6.21 3.87 3.19 28.89

1970年 25～29歳 12.40 6.57 4.77 3.98 27.72

1975年 30～34歳 10.47 6.54 5.22 4.52 26.78

団塊世代年齢 全 国 東京都 埼玉県 千葉県 神奈川県 首都圏

1940年 0～４歳

1945年 5～９歳 -1.4 8.7
▲

-2.8 -3.4 5.7 4.1

1955年 10～14歳 -0.2 3.8 1.5 1.0 4.3 3.1

1960年 15～19歳 -1.5 47.3 16.4 37.6 33.3

1965年 20～24歳 -1.1 29.0 22.1 22.5 33.0 28.1

1970年 25～29歳 -20.1 24.2 25.5 6.4 -3.4

1975年 30～34歳 -15.7 9.1 13.3 -0.2 -3.6



説

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
世
代
で
あ
る
団
塊
世
代
を
挟
む
世
代
に
は
、
出
生
児
数
で
も
五
年
連
続
し
て
二
○
○
万
人
を
超
え
る
よ
う
な

ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
で
あ
り
、
特
に
一
九
四
七
〜
四
九
（
昭
和
二
一
一
〜
一
一
四
）
年
で
は
、
出
生
数
が
二
五
○
万
人
／
年
を
超
え
て
い
た
。
こ

の
戦
後
生
ま
れ
の
第
一
次
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
世
代
は
、
三
大
都
市
圏
に
居
住
し
て
い
た
割
合
は
一
五
〜
一
九
歳
ま
で
で
は
四
五
・
一
％
で

あ
っ
た
も
の
が
、
二
○
〜
二
四
歳
に
な
る
と
五
三
・
五
％
へ
と
そ
の
構
成
比
が
上
昇
し
て
お
り
、
就
職
・
進
学
期
に
三
大
都
市
圏
に
若

者
が
大
挙
し
て
転
入
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
口
の
多
さ
の
た
め
、
こ
の
世
代
が
入
手
で
き
た
持
ち
家
は
、
東
京
圏
で
は
二
○
〜

三
○
キ
ロ
圏
か
ら
五
割
を
超
え
る
の
で
あ
り
、
四
○
〜
五
○
キ
ロ
で
や
っ
と
七
割
を
超
す
（
図
３
）
。
つ
ま
り
戦
前
・
戦
中
派
と
く
ら

べ
て
、
団
塊
世
代
は
都
心
か
ら
遥
か
離
れ
た
郊
外
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
す
る
し
か
な
か
っ
た
世
代
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
大
都
市
圏

に
人
口
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
を
起
こ
し
て
き
た
原
因
で
も
あ
る
。

通
勤
時
間
で
比
較
す
る
と
、
表
焔
の
よ
う
に
首
都
圏
な
ど
団
塊
世
代
が
大
競
に
流
入
し
た
都
市
圏
で
は
電
車
等
に
よ
る
通
勤
時
間
が

長
く
、
送
り
出
し
た
地
方
圏
で
は
当
然
で
あ
る
が
通
勤
時
間
は
短
く
、
多
く
は
自
家
用
車
利
用
に
頼
っ
て
い
る
。

う
意
識
も
強
く
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
鍵

仙
持
ち
家

戦
前
・
戦
中
派
世
代
は
戦
争
中
に
疎
開
等
で
地
域
へ
転
出
し
て
い
る
が
、
戦
後
徐
々
に
三
大
都
市
圏
に
転
入
し
、
都
市
に
仕
事
と
住
居

を
求
め
て
き
た
。
こ
の
世
代
は
、
持
ち
家
を
都
心
か
ら
○
〜
一
○
キ
ロ
圏
内
に
五
割
の
人
が
取
得
し
、
二
○
〜
三
○
キ
ロ
内
で
は
七
割

が
家
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
、
比
較
的
都
心
に
近
い
と
こ
ろ
に
住
居
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
こ
の
世
代
は
、
六
○
年

代
の
高
度
成
長
と
耐
久
消
費
財
の
ブ
ー
ム
を
支
え
、
よ
り
多
く
働
き
、
よ
り
多
く
報
い
ら
れ
た
世
代
で
あ
り
、
将
来
の
年
金
と
い
う
形

で
も
福
祉
制
度
整
備
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
の
意
職
面
に
は
、
「
家
族
や
会
社
の
た
め
に
、
自
分
が
犠
牲
に
な
っ
て

頑
張
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
」
と
考
え
る
反
面
、
社
会
経
験
の
豊
富
さ
の
故
か
、
「
あ
ま
り
他
人
を
信
用
す
る
と
ば
か
を
見
る
」
と
い
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団塊世代の特性とその影靭

図３首都圏の通勤者と30キロ、５０キロ圏域

可

璽雪要

表１６通勤時間の長い県、短い県

長い県短い県

神奈川県 4３ 愛媛県

埼玉県、千葉県 4２ 島根県、宮崎県

一

東京都、奈良県 3９ 鳥取県、香川県、高知県

'１

単位：分

2０

2１

2２

和歌山県、徳島県、佐賀県、
2３

大阪府 3４

滋賀県、兵庫県 3３ 熊本県、鹿児島県

出典）総務省「平成13年度社会生活雑木訓在｣。

鯛需面轄悲垂斑脇購謙要フのル

織喜#灘:緬瀧灘垂鋤隣
f勢碧鍋套淫径瀧儲義琴懲雫編
の 財。る心生をやがでヨ・価１、需オ心ブ
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陰 税

ま
た
関
東
経
済
産
業
局
で
は
、
群
馬
県
、
太
田
市
、
太
田
商
工
会
溌
所
、
お
お
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
二
○
○
一
年
度

に
群
馬
県
太
田
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
「
「
故
郷
で
こ
だ
わ
り
事
業
（
タ
ー
ン
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
）
」
の
実
証
研
究
が
行

（
胴
）

わ
れ
た
。
第
一
回
目
は
群
馬
県
太
田
市
出
身
者
で
都
内
に
住
む
団
塊
世
代
に
都
内
で
集
ま
っ
て
頂
き
、
故
郷
を
元
気
に
す
る
こ
だ
わ
り

事
業
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
第
二
回
は
故
郷
太
田
市
に
地
元
参
加
者
と
と
も
に
第
一
回
目
の
参
加
者
に
も
集
ま
っ
て
も
ら

の
、
併
せ
て
自
ら
も
新
た
に
都
市
で
財
産
形
成
に
成
功
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
財
産
を
子
ど
も
に
相
続
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規

範
は
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
ら
の
生
涯
で
使
う
こ
と
が
可
能
な
資
産
と
な
っ
て
い
る
。
３
Ｋ
不
安
に
対
し
て
、
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ッ

ジ
や
預
金
の
取
り
崩
し
な
ど
を
予
定
し
て
、
都
心
に
老
後
の
定
住
地
を
求
め
る
人
々
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
方
圏
・
田
舎
へ
の
回
帰
は
、
期
待
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
う
ね
り
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に

妻
に
と
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
友
人
関
係
を
活
か
し
た
、
楽
し
い
老
後
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
郊
外
定
住
も
大
き
な
オ
プ

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
夫
の
退
職
を
機
に
田
舎
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
を
求
め
る
選
択
肢
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
地
方
圏
で
は
、
今
後
も
団
塊
世
代
の
絶
対
数
に
は
大
き
な
変
動
が
な
い
。
現
在
地
方
に
在
住
し
て
い
る
団
塊
世
代
が
今

後
の
高
齢
化
が
進
行
し
た
地
域
社
会
を
支
え
て
い
く
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
人
生
設
計
と
適

合
し
た
地
域
づ
く
り
と
そ
の
役
割
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
大
都
市
圏
に
住
ん
で
い
る
団
塊
世
代
へ
Ｕ
タ
ー
ン
を
呼
び
か
け
る
取
り
組
み
を
既
に
は
じ
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
例

え
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
弓
イ
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
「
シ
リ
ー
ズ
団
塊
世
代
よ
、
帰
り
な
ん
、
い
ざ
故
郷
へ
！
、
第
１
回
〜
第
胆
回
」
で
は
、

都
会
で
様
々
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
者
が
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
得
た
経
験
や
知
識
を
活
か
し
て
故
郷
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と

（
９
）

を
紹
介
し
た
事
例
集
で
、
今
後
の
団
塊
世
代
の
退
職
後
の
行
方
を
地
方
へ
誘
導
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
情
報
発
信
と
な
っ

て
い
る
。
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い
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
同
趣
旨
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
参
加
者
に
は
漠
然
と
し
た
故
郷
が
、

昔
の
幼
な
じ
み
の
顔
と
と
も
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
故
郷
が
身
近
に
な
っ
た
と
感
じ
さ
せ
る
効
果

が
確
認
で
き
た
。
こ
の
た
め
今
後
は
、
参
加
者
の
自
主
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
具
体
的
な
起
業
の
た
め
の
相
談
、
研
修
機
会
の
提
供

な
ど
、
事
業
展
開
を
組
織
的
に
行
う
た
め
の
「
故
郷
で
こ
だ
わ
り
事
業
推
進
協
溌
会
」
の
よ
う
な
組
織
化
の
必
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
都
市
圏
の
同
窓
会
と
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
等
の
連
携
を
こ
れ
か
ら
深
め
て
い
く
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
、
例
え
ば
熊
本
県
人
会
の
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
組
織
で
、
単
に
県
人
会
パ
ー
テ
ィ
や
企
業
誘
致
等
へ

の
協
力
依
頼
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
共
に
故
郷
を
元
気
に
す
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
幼
馴
染
と
旧
交
を
暖

め
た
り
、
地
域
に
貢
献
す
る
よ
う
な
機
会
を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
都
市
圏
の
熊
本
県
出
身
者
に
知
恵
を
い
た
だ
く
事
業
「
故

郷
熊
本
を
元
気
に
す
る
タ
イ
（
隊
）
」
な
ど
の
お
遊
び
感
覚
と
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
の
融
合
は
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
場
合
、
障
害
と
な
る
点
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

１
．
帰
郷
し
て
何
が
で
き
る
の
か
分
か
ら
な
い

２
．
友
人
関
係
が
疎
遠
に
な
っ
て
お
り
、
職
縁
も
な
い
地
方
へ
移
る
価
値
が
あ
る
の
か

３
．
地
域
社
会
は
、
文
化
的
刺
激
が
少
な
く
、
ま
た
お
い
し
い
料
理
、
し
ゃ
れ
た
お
店
、
個
性
的
な
人
々
と
の
出
会
い
な
ど
、
退
職
後

の
人
生
を
豊
か
に
す
る
重
要
な
要
素
が
欠
如
し
て
い
る

４
．
配
偶
者
と
の
関
係
。
ど
ち
ら
の
田
舎
へ
行
く
の
か
、
そ
こ
に
は
配
偶
者
が
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
せ
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
か

・
農
村
地
域
で
も
、
す
で
に
農
業
の
最
終
耕
作
者
で
あ
る
昭
和
一
桁
世
代
が
引
退
を
間
近
に
控
え
て
い
る
。
彼
ら
の
後
に
、
田
舎
に
お

い
て
す
ら
農
業
後
継
者
は
い
な
い
。
集
団
的
な
耕
作
、
企
業
に
よ
る
耕
作
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
耕
作
な
ど
知
恵
を
出
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
が
、
男
性
高
齢
者
に
は
土
に
触
れ
、
自
然
の
な
か
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と
い
う
憧
れ
を
持
つ
者
も
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現
れ
は
じ
め
て
い
る
。
都
市
圏
か
ら
単
身
赴
任
で
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
や
農
業
に
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
を
、
そ
の
参
加
者
は
多
く
な
い
と
し
て
も
設
け
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
人
口
、
短
期
定
住
人
口
を
狸
得
す
る
一
助
と

脱

な
く
、
バ
ラ
バ
ラ
を
楽
し
ん
で
き
た
。

今
後
、
彼
ら
を
巻
き
込
ん
で
い
く
た
め
に
必
要
な
視
点
と
し
て
、

団
塊
世
代
は
、
戦
前
・
戦
中
派
の
老
後
の
暮
ら
し
方
と
異
な
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
主
張
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

近
年
団
塊
世
代
を
対
象
と
し
た
研
究
が
増
加
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
消
費
性
向
や
、
新
し
い
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性
、
経
済
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト
に
関
し
て
種
々
の
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
マ
ク
ロ
な
団
塊
世
代
の
雇
用
政
策
や
経
済
政
策
と
い
う
視
点

で
は
な
く
、
地
域
を
支
え
る
人
材
と
し
て
の
団
塊
世
代
へ
の
期
待
と
、
人
的
資
源
化
へ
の
政
策
に
つ
い
て
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
団
塊
世
代
は
家
族
の
た
め
、
会
社
の
た
め
と
い
う
義
務
中
心
の
生
き
方
を
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
解
放

（
皿
）

さ
れ
る
段
階
に
入
っ
て
い
く
。
子
ど
も
の
独
立
や
リ
タ
イ
ア
を
機
に
も
う
一
度
自
分
の
た
め
の
人
生
を
探
し
始
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

団
塊
世
代
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
個
性
を
主
張
し
て
き
た
世
代
で
、
決
し
て
今
の
若
者
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
横
並
び
の
指
向
で
は

鰭
な
ろ
う
。

四
団
塊
世
代
引
退
に
関
す
る
政
策
的
な
対
応
の
必
要
性

川
活
動
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り

次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
窪
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１
行
き
場
所
作
り
や
生
き
甲
斐
創
り
の
支
援

２
団
塊
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
隠
居
モ
デ
ル
で
は
な
く
、
生
涯
現
役
モ
デ
ル
を
提
唱

３
生
き
甲
斐
Ⅱ
社
会
と
の
繋
が
り
Ⅱ
出
会
い
と
な
る
よ
う
な
大
人
の
学
び
の
場
づ
く
り

４
自
己
実
現
を
支
援
す
る
活
動
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
準
備

団塊世代の特性とその影簿

最
後
に
、
熊
本
県
民
に
対
す
る
意
識
調
査
で
分
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
を
持
つ
層
の
特
定
を
し
て
お
こ
う
。

図
４
は
Ｗ
ｅ
ｂ
グ
ラ
フ
と
し
て
各
種
質
問
項
目
の
間
で
ど
の
よ
う
な
相
関
関
係
が
あ
る
の
か
、
そ
の
強
さ
と
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
関
心
度
と
の
関
係
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
線
の
太
さ
が
関
係
性
の
強
さ
を
表
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
と
回
答
し
た
者
は
、
ま
ず
第
一
に
「
理
想
の
生
活
」
は
「
余
暇
の
時
間
が
楽
し
め
る
こ
と
」
と
考
え
る
者
、

第
二
に
「
外
出
の
頻
度
」
が
「
ほ
と
ん
ど
毎
日
」
の
者
、
第
三
に
「
今
後
も
住
み
続
け
た
い
」
が
「
ず
っ
と
住
み
た
い
」
と
考
え
る
者
、

そ
し
て
男
性
で
高
校
卒
業
程
度
の
学
歴
者
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
興
味
が
あ
る
と
多
く
回
答
し
て
い
る
。

地
域
に
愛
蒲
が
あ
り
、
生
計
の
た
め
だ
け
で
な
く
社
会
活
動
に
関
心
が
あ
る
者
と
い
う
の
が
、
こ
の
分
析
か
ら
見
え
て
く
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｃ
Ｂ
）
起
業
候
補
者
の
人
物
像
で
あ
ろ
う
。

出
す
必
要
が
あ
る
。

に
な
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
の
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
は
、
従
来
地
域
社
会
に
存
在
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
創
造
性
を
活
か
し
て
創
り

す
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
る
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
支
援
機
関
と
し
て
も
役
割
を
果
た
す
よ
う

(2)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
が
あ
る
層
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図４Webグラフによる相関分析結果
義賊の鰯伺が楽しめる

女性

隅性

いく皿

してい薯

斡加してい
ない

論 説

口珊"《への

回総鋤一クル
ロＣｎに興脈あるか

国挫鯛に復'こ
□外1Mの蛎皮

回

;熊,‘u:口 ロ理哩の生溺

団欝鯛M勝１日に

2～３叫慨

大いに考えてるずっと住みたい

ロ風鯉争厘

ロ性別

国洲践"鰻け
ロテレピの投堪酬剛

リンク フィールド１ フィールド２

384 理想の姓 舌＝“余暇の時川が； しめる” 今後も住み続けたいか＝“ずっと住みたい”
380 理想の生 活＝“余l暇の時間が楽しめる,, 外出の頻度＝“ほとんど毎日'‘
334 今後も住み続けたいか＝．‘ずっと住みたい” 外出の頻度＝“ほとんど毎ロ'，
331 理想の生活＝“余暇の時間が楽しめる'， 性別＝“男性”
326 理想の生活＝“余暇の時冊が楽しめる'’ 地域のサークル活11Mj参加＝‘‘参加していろ”
３１５ 理想の生活＝“余暇の時間が楽しめる'， ＣＢに興味あるか＝“典味ある”
314 性別＝“男性” 外出の狐度＝’’ほとんど毎日”
312 今後も住み続けたいか＝“ずっと住みたい'’ 性別＝‘’男性'，
310 理想の生活＝“余暇の1１ MFllMが楽しめる'， 地域のために役に逆ちたいか＝‘‘時々考えてる”
294 地域のサークル活肋参力’'1＝”参加している', 今後も住み続けたいか＝“ずっと住みたい”
292 理想の』 §活＝ 余暇ａ |制Ｈ１が楽しめる” 最終学歴＝”高校卒”
291 理想の４ :活＝“余暇ａ 州肋 楽しめる 地域行耶への参加度＝“よく参加する'’
274

274

理想の

地域の

:活＝“余暇、

一クル活助参力

制N肋

Ⅲ＝，‘参加していない，．

きしめる'， 地域のサークル活肋参加＝“参加していない”
外出の頻度＝‘‘ほとんど繊日”

269 理想の生活＝“余暇‘ 時間が楽しめ為，， 性別＝． .女性”，
267 地域行郡への参加度＝ 塾よく参加する” 今後も住み続けたいか＝“ずっと住みたい'，
266 ＣＢに興味あるか＝“典味ある” 外出の頻度＝ ほとんど様日'，
266 最終学歴＝．‘高校卒” 外出の頻度＝“’ほとんど毎日”
261 地域のために役に立ちたいか＝”時々考えてる” 外出の頻度＝“’ 談とんど毎日"
260 ＣＢに興味あるか＝“興味ある” 今後も住み続けたいか＝“ずっと住みたい”
251 地域のサークル活励参加＝“参加している“ 外出の頻度＝“ほとんど毎日”
242 地域行Ｊ１への参加度＝．‘よく参加する” 地域のサークル活肋参加＝“参加していあ”
241 地域行馴への参加度＝“よく参加する” 外出の頻度＝“ほとんど毎日”
237 理想の生活＝．‘余暇の時lIUが楽しめる” テレビの視聴時Ⅲ＝“１日に３時lⅢ以上'，
236 地域のサークル活肋参加＝“参加していない” 性別＝“男性”
235 理想の生活＝“余暇の時I川が楽しめる” 住みやすい地域とする取り紐み＝,‘働く鵬の創出‘，

230 今後も住み続けたい７ ､＝．.ずっと‘住みたい'， 地域のために役に立ちたいか＝．.大いに考えてる”

230 ､＝．‘ずっと住みたい'，今後も'住み続けたいか 地域のために役に立ちたいか＝“時々考えてる,
229 今後も住み続けたい力＝“ずっと住みたい” 簸終学歴＝“高校卒，‘
222 地域のサークル活動蜜 加＝“参加している“ ＣＢに興味あるか＝“興味ある”
220 ＣＢに興味 らるか＝’‘典味ある” 性別＝“男性'’
217 地域のサークル活勤参加＝‘‘参加していない'， 今後も住み続けたいか＝“ずっと住みたｖ
216 想 舌＝“余暇の時''１１が訓 一める” テレビの視聴時llIj＝’'１日に２～３時1Ｍ
２１６ ＣＢに典味あるか＝’'興味ある” 般終学歴＝“商校卒”

214 地域行ｍｆへの参加度＝“よく参加する” 性別＝“男性'‘
213 地域のサークル活動参加＝“参加してい為” 性別＝“男性'’

(熊本法学108号１０５）１０６



１
理
想
の
生
活
で
は
、
「
働
く
」
あ
る
い
は
「
余
暇
に
時
間
が
楽
し
め
る
程
度
に
働
く
」
者
が
関
心
を
持
っ
て
い
る

●

２
地
域
行
事
へ
は
「
大
変
よ
く
参
加
す
る
」
。
第
三
列
で
は
「
あ
ま
り
参
加
し
な
い
」
者
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
関

団塊世代の特性とその

３
地
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
は
「
参
加
し
て
い
る
」
。
た
だ
第
三
列
は
「
参
加
し
て
い
な
い
」
が
Ｃ
Ｂ
に
は
関
心
を
示
し
て
い
る

４
テ
レ
ビ
の
視
聴
時
間
は
、
二
時
間
以
上
見
て
い
る

癖
５
「
人
は
信
頼
で
き
る
か
」
で
は
、
「
用
心
す
る
こ
と
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
る
者
が
若
干
多
い

函
６
現
在
地
へ
の
居
住
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
「
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
」
が
一
番
強
く
、
次
ぎ
に
「
結
婚
し
た
か
ら
」
、
そ
し
て
「
仕

次
ぎ
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
を
持
つ
者
の
意
識
と
関
係
性
の
強
い
一
○
の
変
数
を
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
数
が

ど
の
よ
う
な
傾
向
を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
関
心
の
意
職
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
を
コ
ー
ホ
ー
ネ
ン
分
析

（
自
己
組
織
化
マ
ッ
プ
）
で
分
析
し
て
み
よ
う
（
図
５
）
。
各
変
数
の
縦
棒
グ
ラ
フ
は
、
回
答
肢
の
若
番
を
左
か
ら
並
べ
て
表
示
し
て
い

る
。
つ
ま
り
「
Ｃ
Ｂ
に
興
味
あ
る
か
」
の
変
数
で
は
、
一
番
左
が
「
と
て
も
興
味
が
あ
る
」
二
番
目
が
「
興
味
が
あ
る
」
で
、
三
番
目

以
降
は
興
味
が
な
い
。
つ
ま
り
、
左
か
ら
一
〜
二
番
目
の
棒
の
高
い
と
こ
ろ
の
縦
列
が
Ｃ
Ｂ
へ
の
関
心
の
有
無
を
判
定
す
る
も
の
と
し

て
は
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
左
か
ら
第
二
列
、
第
四
列
、
第
三
列
の
並
び
の
各
因
子
に
注
目
し
よ
う
。

７
今
後
も
住
み
た
い
か
で
は
「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」
者

８
「
地
域
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
か
」
で
は
、
「
大
い
に
考
え
て
い
る
」
「
時
々
考
え
て
い
る
」

９
日
常
行
動
範
囲
は
、
今
住
ん
で
い
る
市
町
村
内

事
の
た
め
」
と
な
っ
て
い
る

今
後
も
住
み
た
い
か
で
は

各
変
数
ご
と
に
整
理
す
る
と
、

心
を
持
っ
て
い
る
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説

で
は
、
果
た
し
て
団
塊
の
世
代
は
、
現
在
の
高
齢
者
（
そ
の
前
の
世
代
）
と
比
べ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
活
動
す
る
こ
と
に
つ
い

て
関
心
が
高
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
前
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
団
塊
世
代
は
現
在
ま
だ
現
役
世
代
の
中
心
的
役
割
を
担
っ

て
い
る
層
で
あ
り
、
ま
だ
企
業
戦
士
あ
る
い
は
専
業
主
婦
、
パ
ー
ト
と
い
っ
た
暮
ら
し
を
し
て
い
る
世
代
で
あ
る
。
老
後
の
暮
ら
し
に

対
す
る
不
安
や
生
き
甲
斐
を
求
め
て
、
何
ら
か
の
形
で
退
職
後
も
働
く
こ
と
に
つ
い
て
は
自
覚
し
て
お
り
、
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ

る
が
、
そ
れ
で
は
現
在
社
会
に
対
し
て
何
ら
か
の
方
法
で
貢
献
し
た
い
か
と
い
う
と
、
そ
の
よ
う
な
意
識
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

団
塊
世
代
の
人
口
の
圧
力
は
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
彼
ら
の
長
い
老
後
が
自
ら
の
自
己
実
現
と
、
そ
し
て
地
域
社
会
の
活
性

化
に
繋
が
る
よ
う
な
両
立
の
仕
組
み
が
構
築
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
団
塊
世
代
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
受
容
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
今
後
の
日
本
の
人
口
減
少
社
会
で
は
、
全
国
的
に
人
口
が
縮
ん
で
い
く
社
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、
生
涯
現
役
で
、
地
域
社

会
で
活
踊
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
ど
れ
だ
け
持
て
る
か
で
、
地
域
の
未
来
は
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
退
職
者

を
含
め
た
様
々
な
人
々
が
地
域
内
で
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
活
動
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
事
業
化
に
結
び
つ

け
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
準
備
が
、
地
方
自
治
体
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
必
要
の
あ
る
分
野
と
な
ろ
う
。

こ
の
た
め
の
部
署
は
、
従
来
の
縦
割
り
で
は
な
く
、
総
合
化
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
地
域
振
興
局
単
位
に
、
こ
の
よ
う
な
第
三
セ

ク
タ
ー
の
組
織
を
作
り
、
総
合
的
な
Ｃ
Ｂ
支
援
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
の
育
成
を
行
い
、
地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、
少
子
・
高
齢
社
会
を
乗
り
切
る
と
い
う
戦
略
が
、
こ
れ
ま
で
の
団
塊
世
代
の
分
析
か
ら
浮
か
ん
で
く
る
。

こ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
Ｃ
Ｂ
へ
の
関
心
を
持
つ
人
物
像
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
分
析
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
愛
着
が

あ
り
、
そ
こ
で
人
脈
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
、
そ
し
て
そ
の
地
域
を
住
み
よ
い
所
に
す
る
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
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儲
な
者
で
あ
ろ
う
。





論 説

（
参
考
文
献
）

熊
本
秀
樹
「
団
塊
世
代
生
き
残
り
戦
略
」
文
芸
社
、
二
○
○
五
年
。

樋
口
美
雄
十
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
「
団
塊
世
代
の
定
年
と
日
本
経
済
』
、
二
○
○
四
年
。

「
団
塊
世
代
の
退
職
と
日
本
経
済
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
」
財
務
総
合
政
策
研
究
所
、
二
○
○
四
年
。

「
特
集
団
塊
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
「
ア
ド
バ
タ
イ
ジ
ン
グ
」
第
一
一
号
、
電
通
、
二
○
○
四
年
。

南
武
志
「
「
団
塊
の
世
代
」
の
退
職
と
労
働
供
給
の
変
化
」
「
金
融
市
場
」
農
林
中
金
総
合
研
究
所
、
二
○
○
四
年
一
一
月
。

「
団
塊
世
代
の
地
域
分
布
と
そ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
』
（
財
）
ハ
イ
ラ
イ
ワ
研
究
所
、
二
○
○
三
年
。

山
本
靖
雄
・
駒
谷
春
男
『
団
塊
世
代
の
た
め
の
定
年
後
の
「
仕
事
」
と
「
働
き
方
」
を
考
え
る
」
同
文
館
出
版
、
二
○
○
三
年
。

「
団
塊
世
代
の
暮
ら
し
と
生
活
意
識
デ
ー
タ
集
』
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
、
、
二
○
○
二
年
。

「
団
塊
世
代
の
女
性
、
「
私
達
」
の
履
歴
書
」
（
財
）
ハ
イ
ラ
イ
フ
研
究
所
、
二
○
○
一
年
。

鈴
木
由
美
子
『
団
塊
世
代
の
老
後
準
備
」
主
婦
の
友
社
、
一
九
九
八
年
。

『
団
塊
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
（
三
日
へ
房
の
『
厨
冨
酔
の
①
の
②
画
Ｐ
ｐ
の
ぐ
．
二
○
○
五
年
四
月
五
日
）
。

「
シ
リ
ー
ズ
団
塊
世
代
よ
、
帰
り
な
ん
、
い
ざ
故
郷
へ
ｌ
、
第
１
回
〜
第
旭
回
」
『
マ
イ
オ
ピ
ニ
オ
ン
」

（
す
茸
ロ
ミ
ョ
ョ
尋
蔵
冨
冨
自
画
‐
旨
の
昌
白
の
ご
望
切
・
言
旦
、
二
○
○
五
年
四
月
五
日
）
。

（
１
）
堺
屋
太
一
「
団
塊
の
世
代
』
購
談
社
、
一
九
七
六
年
。

（
２
）
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
は
、
一
九
四
六
〜
六
四
年
の
一
八
年
間
、
イ
ギ
リ
ス
・
イ
タ
リ
ア
で
は
一
九
四
六
〜
四
八
年
の
三
年
間
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
一
九
四
六
〜
五
○
年
の
五
年
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
戦
後
復
員
と
共
に
生
じ
た
開
放
感
、
生
活
水
準
の
向
上
、
性
別
役
割
分
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団塊世代の特性とその影響

（
６
）
一
九
七
一
年
か
ら
七
四
年
に
生
ま
れ
た
世
代
を
指
す
。
そ
の
四
年
間
に
毎
年
出
生
数
が
二
○
○
万
人
を
超
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
八
○
○

万
人
を
第
二
次
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
世
代
と
い
う
が
、
一
○
年
ほ
ど
前
か
ら
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
と
い
う
言
葉
が
で
き
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
世

代
と
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
は
同
凝
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
７
）
熊
本
県
『
熊
本
く
ら
し
の
指
標
］
ｇ
」
、
二
○
○
四
年
。

（
８
）
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
の
価
値
観
分
析
が
参
考
に
な
る
。

（
９
）
冨
管
受
葛
弓
言
・
冨
厨
冨
日
四
・
百
の
巳
・
ロ
の
ご
ｍ
へ
ｍ
・
言
旦
、
二
○
○
五
年
四
月
五
日
。

（
ｍ
）
『
「
故
郷
で
こ
だ
わ
り
事
業
」
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
瞥
」
関
東
経
済
産
業
局
、
二
○
○
二
年
。

（
ｕ
）
「
特
集
団
塊
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
『
ア
ド
バ
タ
イ
ジ
ン
グ
』
ぐ
巳
．
旨
、
電
通
、
八
ペ
ー
ジ
。

（
皿
）
同
上
、
二
六
、
三
七
、
八
九
ペ
ー
ジ
。

担
意
職
が
も
た
ら
し
た
結
婚
志
向
、
そ
し
て
冷
戦
時
代
の
人
口
増
に
対
す
る
愛
国
的
風
潮
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
わ
が
国
の
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム

の
時
期
が
短
く
終
わ
っ
た
原
因
は
、
一
九
四
八
年
に
成
立
し
た
人
工
妊
娠
中
絶
が
優
生
保
護
法
で
合
法
化
さ
れ
た
こ
と
、
一
九
四
九
年
に
政
府

が
避
妊
具
販
売
を
函
め
た
こ
と
、
家
族
計
画
の
浸
透
が
進
ん
だ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
加
藤
和
久
「
団
塊
世
代
の
人
口
学
」
樋
口
美
雄
十
財
務

省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
編
著
「
団
塊
世
代
の
定
年
と
日
本
経
済
」
日
本
評
誇
社
、
二
○
○
四
年
、
三
七
’
三
八
ペ
ー
ジ
。

（
３
）
ソ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
ヴ
ェ
プ
レ
ン
「
有
閑
階
級
の
理
論
ｌ
制
度
の
近
代
化
に
関
す
る
経
済
学
的
研
究
」
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
。

（
４
）
松
谷
明
彦
『
「
人
口
減
少
経
済
」
の
新
し
い
公
式
」
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
○
○
四
年
、
八
五
’
九
六
ペ
ー
ジ
。

（
５
）
ハ
イ
ラ
イ
フ
研
究
所
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
都
市
圏
の
代
表
デ
ー
タ
と
し
て
東
京
都
、
地
方
圏
の
代
表
デ
ー
タ
と
し
て
岩
手
県
を
用
い
て

い
る
。
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